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［目的】
大学生になると未成年であっても飲酒する機会が増え 1)

看設学生は健康行動に関心を持ち， ある程度の知識も備え
ている看護学生の飲酒行動がどのようなものか把握し， そ
の親の飲酒状況との関連を明らかにすることを目的とし
た。
【方法】
対象者は 看護学生で， 調査内容として青少年の飲酒状況を

知るスケ ー ル AAIS 1 lと親の飲酒問題についてのスケ ー

ルCAST 2l と独自の質間項目を用いて調査を行っ
AAISでは合計点が0点を

“
禁酒群". 1 -19点を

“
たま

に飲酒する群", 20-41点を
“
飲酒をしているが問題の少な

い群", 42点-57点以上を
“
問題飲酒群

”
とした。CASTで

は0点を
“
親の飲酒間題なし群". 1 -5点を

＂
親の飲酒

間題あり群", 6 点以上を
“
親が依存症である群

＂
とした。

分析は各項目を集計 し， 相互の関連を明らかにしたc 倫理
的配慮：対象施設に研究の趣旨を説明すると同時に調査に
関する倫理的妥当性を検討してもらった。 対象者である

は ， 研究の協力は任意であり， 研究に協力をしな
くても不利益になることは ないことを文書と口頭で説明を
行い， 中断が可能であることを保証した。
【結果】
看護学生101名のうち， 20歳未満の者82名(81.1%) を分析

対象とした。 対象者の年齢は18.4土.65歳女性76名(92.7
％）， 非飲酒者は27名(32.9%) であった。「あなたは お酒を
どのくらいの頻度で飲みますか」の項目において，「のまな
い」 と答えたものは

“
親の飲酒間題なし群" 39.4%, "親の

飲酒問題あり群"21.4%. "親が依存症である群"66.7%で，
“親が依存症である群

”
の非飲酒割合が大きかった(X 2 

= 19.3p = 0.004)。 まだ「月に1回以上」と答えたものは
“
親

の飲酒問題なし群" 42.1 %, .. 親の飲酒問題あり群
..

57.1 %, 
“親は 依存症である群"25%であり，

“
親の飲酒問題あり群

”

で， 月に1回以上飲酒する割合が大きかったc
【考察】
非飲酒者は32.9%で， 高校生と同程度の割合を示している
が対象者は健康について知識がある看護学生であっても，
未成年での飲酒は68.1%であった。 親に飲酒問題がある子
どもは 未成年時から飲酒をする傾向にあるが親が依存症
のこどもは ， 未成年であるためか飲酒を制限している傾向
が認められた。 親が依存症である場合， 子 どもも依存症に
なる場合が多いとの指摘もあることから， 単に知識を提供
するだけでは ない啓蒙活動の必要性が示唆された。
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